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博物館教育論2022 

第７講 広場がつくる博物館教育 

１．自然史博物館の展示変遷 音声ファイル１ kyoiku2022_7-3.mp3 音声ファイルは2020年のものです 
 19世紀後半 20世紀前半 20世紀中頃 20世紀後半 21世紀 
テーマ 形態 生態 進化 多様性 統合 
手法 資料陳列 ジオラマ グラフィック マルチメディア 美術陳列 
配置 露出 ガラス越し ケースの中 樹脂封入／浸透 取捨選択 
補助 なし 背景画 図版・写真 模型・映像 人間 
視点 自由 固定 固定 自由 自由 
伝達内容 博物学 生息地 科学理論 環境倫理 科学研究 
類似施設 博覧会 映画館 寺院教会 テーマパーク 広場・工房 
空間照明 自然採光 自然採光 人工照明 低照明 混合照明 
資料照明 自然採光 人工照明 人工照明 人工照明 高演出照明 
観覧効果 驚き 旅行気分 教養勉強 興奮歓楽 知的好奇心 
 
 博物館教育にふさわしい展示室は、つぎの３点を備えていることと考える。あくまで宇仁個人の考え。 
１）人間がいること 
２）広場があること 
３）すわるれる床であること 
 
２．レポート 
【博物館教育論授業課題４】 
課題：kyoiku2022_7-2.pdf を見て感想文を作成する。音声ファイルあり（kyoiku2022_7-4.mp3、 
kyoiku2022_7-5.mp3）。提出要領は下のとおり。音声ファイルは古いので案内は無視すること。 
提出方法：教務掲示「レポート課題」から提出する。ファイル形式は docs または doc のいずれかとする。 
様式：A4判1枚片面または両面。余白は左右上下とも20mm（ユーザー設定する）、字体は明朝体または細ゴシッ
ク体、フォントサイズは10̶11ptとして文章全体で統一する、読みやすい行間とする。 
文字数：200字以上。 
1行目：署名欄とし「学科 学籍番号［半角］ 氏名」とする。他のことは記さない 
2行目：内容を的確に示すタイトルとする。他のことは記さない。1行におさめる 
3行目：本文は3行目から始める 
締切：11月23日（水）23:30 
【参考資料】 
全日本博物館学会2012年第38回研究大会：「自然史博物館２１世紀型の展示」 
 http://nodaiweb.university.jp/muse/unisan/data/zennipponhaku2012_uni.pdf pdf 6.7 MB 
宇仁義和. 2013. 自然史博物館の展示類型と21世紀型の展示. 博物館学雑誌, 38(2): 75‒ 90. 
 http://nodaiweb.university.jp/muse/unisan/files/Exhibition_Methods_21.pdf PDF 3.8MB 



2022.11.7 
全日本博物館学会第38回研究大会（2011）の発表を改変 

広場がつくる博物館教育 

宇仁義和（東京農業大学オホーツクキャンパス）
ベルリン自然史博物館「液浸標本展示室」
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音声ファイル２ kyoiku2022_7-4.mp3



自然史博物館について、 
１）展示手法を年代別に類型化し、 
２）現在の展示手法の評価・相対化して 
３）21世紀における展示のあり方 
を考察した。 

たとえば、 
動物園　類型的理解：形態展示→生態展示→行動展示 

目的
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日欧の大規模自然史博物館の常設展示を訪問して、 
１）観察撮影を行なった 
２）対象は、 
　展示テーマ・展示手法・陳列方法 
　補助資料・観覧者の視点・伝達内容 
　類似媒体・空間照明・資料照明 
などである。 

方法
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結果と考察 １ 
19‒20世紀

論文でなく、発表の都合上、結果と考察とした
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 19c後半 20c前半 20c中葉 20c後半 
テーマ 形態 生態 進化 多様性 
手法 資料陳列 ジオラマ グラフィック マルチメディア 
配置 露出 ガラス越し ケースの中 樹脂封入／浸透 
補助 なし 背景画 図版・写真 模型・映像 
視点 自由 固定 半固定 自由 
伝達内容 博物学 生息地 科学理論 環境倫理 
類似媒体 博覧会 映画館 寺院教会 テーマパーク 
空間照明 自然採光 自然採光 人工照明 低照明 
資料照明 自然採光 人工照明 人工照明 人工照明 
観覧効果 驚き 旅行気分 教養勉強 興奮歓楽

自然史展示：類型化の試み
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ジオラマ　一定程度の研究蓄積 
　自然史　剥製の進化→国内生息地の認識→生態展示　米瑞 
　歴史系　名称や概念、有効性に関する議論　日本 
グラフィック　ほとんど議論なし 
　論文や専門書での図版が先に存在 
　展示に耐える内容や視覚表現 
　印刷技術・製版技術の進化 
　→20世紀中頃に特徴的では？ 
　※19世紀と20世紀末の展示には見られない 
マルチメディア　本格的な評価はこれから 
　関係者の酒飲み話で終わっている

自然史展示：議論と概念の不足

系統樹 
主系列星 
プレートテクトニクス
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オックスフォード
ロンドン

パリ

ライデン ベルリン

フランクフルト

ナンタケット

訪問場所
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パリ自然史博物館19世紀の展示

資料陳列 19世紀後半の展示
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パリ自然史博物館19世紀の展示

資料陳列 19世紀後半の展示
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パリ自然史博物館19世紀の展示

自然採光
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パリ自然史博物館19世紀の展示

自然採光
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ベルリン自然史博物館20世紀前半の展示
Museum für Naturkunde Berlin (2012) The Exhibitions.

20世紀前半の展示ジオラマ

背景画

剥製

地面と植生の模型
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アメリカ自然史博物館20世紀前半の展示

20世紀前半の展示ジオラマ
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アメリカ自然史博物館20世紀前半の展示

20世紀前半の展示ジオラマ
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映画のように楽しまれた



ベルリン自然史博物館20世紀前半の展示

20世紀前半の展示ミニジオラマ
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ベルリン自然史博物館20世紀中頃の展示

20世紀中頃グラフィック
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音声ファイル３ kyoiku2022_7-5.mp3



ゼンケンベルク自然史博物館20世紀中頃の展示

20世紀中頃グラフィック
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ベルリン自然史博物館20世紀中頃の展示

科学理論
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20世紀後半の展示 ロンドン自然史博物館

マルチメディア 20世紀後半
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とくに1990年頃のバブル経済期



ロンドン自然史博物館20世紀後半の展示

テーマパーク的
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パリ自然史博物館20世紀後半の展示

低照明
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国立科学博物館20世紀後半の展示

生物多様性
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パリ自然史博物館20世紀後半の展示

樹脂浸透標本 
映像
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ライデン自然史博物館20世紀後半の展示

樹脂封入標本
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強度の分離 
　展示と収蔵・研究、見学と講座、完成品と製作過程 
空間利用の硬直性 
　同一場所の多面的利用、時間別利用変化のなさ 
不適切な照明 
　暗い室内→教室的利用ができない 
　明るすぎる照明→映り込み、色彩の変調 
過剰な映像・情報機器 
　画面と指先への集中、順番待ちの発生 
その他 
　グラフィック依存症、鑑賞中心主義、目立ちすぎる造作 
　競合施設テーマパークと同じ土俵での勝負

20世紀の展示：分離と専用
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論文でなく、発表の都合上、結果と考察とした

結果と考察 ２ 
21世紀のあり方
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ベルリン自然史博物館

21世紀の展示
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ベルリン自然史博物館

GoogleMap

旧東ドイツの統治 
戦災修復は2006年

液浸標本 
展示室
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ベルリン自然史博物館21世紀の展示

展示と収蔵の統合
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ベルリン自然史博物館21世紀の展示

統合展示　形態進化生態行動
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ロンドン自然史博物館19世紀の展示 31



ベルリン自然史博物館21世紀の展示

照明の導入

新ケースの設置

高演出照明とケース
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ベルリン自然史博物館

製作過程の展示

さまざまなものがいかにつく
られ、いかに機能しつつある
かというプロセスを、われわ
れはみたい、理解したい 
（梅棹1984） 
梅棹忠夫：国立民族学博物館初代館長
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「ダーウィンセンター」ロンドン自然史博物館21世紀の展示

展示と研究の統合
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ピットリバース博物館21世紀の展示
2009年展示更新

1901年撮影

展示の保存
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ピットリバース博物館21世紀の展示

展示と講座の統合 
広場の活用
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1999年展示更新 
オックスフォード科学史博物館21世紀の展示

展示と教育の統合 
通路での講座
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2000年展示更新 パリ工芸博物館21世紀の展示

展示と教育の統合 
すわれる通路
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ブールハーフェ博物館21世紀の展示

展示と教育の統合 
すわれる通路

39
きれいな床



1993年展示更新 ロンドン自然史博物館21世紀の展示

展示と教育の統合 
展示室でのレクチャー
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2003年新設 大英博物館21世紀の展示

展示と教育の統合 
展示室でのレクチャー
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2005年展示更新 ナンタケット捕鯨博物館21世紀の展示

展示室が劇場 
資料は舞台装置

(c) Nantucket Inquirer & Mirror
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結論
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 19c後半 20c前半 20c中葉 20c後半 21世紀 
テーマ 形態 生態 進化 多様性 統合 
手法 資料陳列 ジオラマ グラフィック マルチメディア 美術陳列 
陳列 露出 ガラス越し ケースの中 樹脂封入／浸透 取捨選択 
補助 なし 背景画 図版・写真 模型・映像 人間 
視点 自由 固定 半固定 自由 自由 
伝達内容 博物学 生息地 科学理論 環境倫理 科学研究 
類似媒体 博覧会 映画館 寺院教会 テーマパーク 広場・工房 
空間照明 自然採光 自然採光 人工照明 低照明 混合照明 
資料照明 自然採光 人工照明 人工照明 人工照明 高演出照明 
観覧効果 驚き 旅行気分 教養勉強 興奮歓楽 知的好奇心

自然史展示の変遷：試論
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縮小するもの 
グラフィック　立体教科書からの脱却 
映像・ 造作・情報機器　家庭個人で視聴消費可能 
造作　商品として購入可能 
充実するもの 
広場　通路の拡張→教室や劇場としての多面的利用 
照明　部屋を明るく、かつ資料を美しく見せる 
人間　説明係、俳優、芸人、画家、作家、展示内容にも 
過程　研究や製作過程そのものを見せる 
維持するもの 
ジオラマ　博物館に固有、ただし人間付きのこと 
資料陳列　収蔵展示や収蔵庫の展示を含め

21世紀の展示：広場と統合
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学芸員を目指すひとへ：東京農業大学・博物館情報学研究室（オホーツクキャンパス／北海道） 
http://nodaiweb.university.jp/muse/unisan/data/euromuse/euromuse.html46

http://nodaiweb.university.jp/muse/unisan/data/euromuse/euromuse.html
http://nodaiweb.university.jp/muse/unisan/data/euromuse/euromuse.html


おしまい
パリ自然史博物館47


